大型車両等による土砂運搬等に係る交通安全協定書について

　小田原市では、市民を交通事故から守るとともに、土砂等の運搬輸送による住民と事業者のトラブルを避けるため、事業者の皆様と住民組織の代表である自治会連合会長及び市長との間で交通安全に関する取り決めをするよう、事業者の皆様に対して指導しております。

１　協定の対象となる場合

（１）土砂、生コンクリート、その他の建設資材の運搬量の合計は、おおむね
１，０００以上を対象とし、輸送経路が地域の交通秩序を乱す恐れのある住宅密集地帯を通る場合。
（２）輸送経路が通学路であり、幼児・児童等の交通事故が発生しやすいと考えられる場合。

（３）生活道路（買い物道路）で、多数の人が往来している経路の場合。

２　協定書の主な内容

（１）登下校時の通行禁止時間の設定。

（２）３台以上の連続走行の禁止。

（３）土砂等の落下防止のためのシート掛けや水洗いの励行。

（４）スピードの制限。

（５）危険箇所における誘導員の配置。

（６）その他交通事故防止上必要な事項。

３　協定書の作成部数

　協定書は、市、事業者及び押印した自治会連合会長が１部ずつ保有します。

そこで、協定書の作成部数は

（１）事業者印及び自治会連合会長の印が押していないもの　見本用（１ 部）

（２）事業者印及び自治会連合会長の印があり、袋とじをして表裏とも割印のあるもの

市・事業者・施工者保有分（３ 部）　＋　自治会連合会保有分（必要部数※）　

※押印した全自治会連合会長が協定書を保有できるように、必要な部数を

作成してください。


残土運搬等に係る交通安全協定書

○○○○○建設工事



残土及び生コンクリート運搬に係る交通安全協定書

　〇〇〇〇〇建設工事施工に際し、標記運搬に係る交通安全協定について、小田原市（以下、「甲」という。）及び地区住民組織代表の○○地区自治会連合会（以下、「乙」という。）、○○地区自治会連合会（以下、「丙」という。）と〇〇〇〇株式会社（以下、「丁」という。）と〇〇〇〇建設株式会社（以下、「戊」という。）との間に次のように協定を締結する。

１　運搬車両の明示について

（１）本工事において標記運搬車両には、社名記入のステッカーを見やすい箇所に必ず表示し、地区住民に対して戊の車両であることを明確にする。

（２）ステッカーの裏に運転時の注意事項及び緊急連絡先、電話番号を記入し、運
転手としての道徳を周知徹底する。

２　通学路対策について

（１）特に児童の安全確保、登下校時間帯は工事車両の運行を制限するなどして、安全運転を積極的に励行する。

（２）生コンクリート車については、コンクリートの硬化を生じない程度に台数を減じ交通安全に注意する。
３　道路交通環境保全対策について
（１）速度、発進、停止及び積載量は、交通法規に準じ守らせる。

（２）シート掛けを徹底し、土砂の落下を防止して道路の清掃に努める。

（３）当該運搬車の連続走行は、出来るだけ避けさせる。

（４）現場からの搬出車両は、洗車用プールでタイヤの土砂を充分に落とし道路の清掃に努める。

（５）車両の出入口及び必要な箇所に交通誘導員を配置し、安全対策を図る。

（６）車両の走行誘導については、歩行者、バス及び一般車を優先させ運行の妨げにならないようにする。

（７）公共施設物等を破損した場合は、速やかに関係機関に連絡し、原形に復するものとする。

（８）本協定書の期間は、本工事終了までとする。

　本協定書のほか必要な事項は、協議の上その都度定めることができる。


　　　令和　　年　　月　　日

　　　（甲）　　　　　小田原市荻窪３００番地

　　　　　　　　　　　小田原市長　　守　屋　輝　彦

　　　（乙）　　　　　○○○地区自治会連合会

　　　　　　　　　　　会　　　長　　○　○　○　○　印

　　　（丙）　　　　　○○○地区自治会連合会

　　　　　　　　　　　会　　　長　　○　○　○　○　印

　　　（丁）　　　　　事業主
〇〇〇市〇〇町〇〇番地

　　　　　　　　　　　〇〇〇〇株式会社

　　　　　　　　　　　代表取締役　　〇　〇　〇　〇
　　　（戊）　　　　　施工者
〇〇〇市〇〇町〇〇番地
　　　　　　　　　　　〇〇〇〇建設株式会社
　　　　　　　　　　　代表取締役　　〇　〇　〇　〇　
　
　　　　　　　　　　　小田原市〇〇町〇〇番地
　　　　　　　　　　　現場代理人　　〇　〇　〇　〇　印
工　　事　　概　　要

１　工事名　　〇〇〇〇〇建設工事

２　工事場所　　小田原市○○一丁目○番○○号

３　事 業 主　　株式会社○○○○○

４　施工者　　〇〇〇〇建設株式会社

５　工事計画
（１）土砂運搬工事

　　　ア　残土搬出量　　　　　　　　　　　　　　　ｍ３
　　　イ　工　　　期　　　　　　　自　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　至　　令和　　年　　月　　日

　　　ウ　 eq \o\ad(使用車両,　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　ｔダンプ

　　　エ　積　載　量　　　　　　　１台当り　　　　ｍ３
　　　オ　 eq \o\ad(搬出台数,　　　　　)　　　　　　　１日に平均　　　　台、最大　　　　台

　　　カ　 eq \o\ad(運搬時間,　　　　　)　　　　　　　　　　　時　～　　　　時
（２）生コンクリート

　　　ア　コンクリート量　　　　　　　　　　　　　ｍ３
　　　イ　工　　　期　　　　　　　自　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　至　　令和　　年　　月　　日

　　　ウ　 eq \o\ad(使用車両,　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　ｍ３車
　　　エ　 eq \o\ad(搬出台数,　　　　　)　　　　　　　１日に平均　　　　台、最大　　　　台

　　　オ　 eq \o\ad(運搬時間,　　　　　)　　　　　　　　　　　時　～　　　　時
（３） eq \o\ad(走行経路,　　　　　)　　　　　　　　別添図のとおり
確　　認　　欄

　　　〇〇〇地区自治会連合会

　　　　　　　　　　　　　　○　　○　　　〇　〇　〇　〇　印
　　　〇〇〇地区自治会連合会

　　　　　　　　　　　　　　○　　○　　　〇　〇　〇　〇　印
　　　〇〇〇○自治会

　　　　　　　　　　　　　　○　　○　　　〇　〇　〇　〇　印
　　　〇〇〇〇自治会

　　　　　　　　　　　　　　○　　○　　　〇　〇　〇　〇　印
　　　〇〇〇〇自治会

　　　　　　　　　　　　　　○　　○　　　〇　〇　〇　〇　印


令和　　年　　月　　日

土砂運搬のお知らせ
〇〇〇〇〇建設工事
　小田原市○○一丁目○番○○号に、〇〇○○○が建設されますが、これに伴う造成工事を行います。

　この造成工事では、多量の土砂を運搬いたしますので、これによる市民の方

々への御迷惑を最小限とするため、小田原市及び○○地区自治会連合会、○○地区自治会連合会と話し合いを行い、交通安全や道路の美化対策などについて協定いたしました。

１　土砂運搬経路

（１）往　　路

（２）復　　路

２　運搬時間
令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

午前　　時　～　午後　　時

　　　（登下校時間帯は、工事車両の運行を制限する。）

３　車両の明示
土砂運搬のトラックには、見やすいところに〇〇〇〇建設（株）の工事車両であることを明示したステッカーをつける。

４　歩行者の安全対策

工事現場出入口には、車両誘導員を配置し、歩行者と車両の誘導を行う。

５　美化対策
土砂運搬のトラックには、シートを掛け、土砂の散乱を防ぐとともに、タイヤに付着した泥を充分に落し、洗車してから発進させる。

※問い合わせ

　　　　　〇〇〇〇建設株式会社　　　　　電話　〇〇－〇〇〇〇


見　本





袋とじをし、事業者及び自治会連合会長の割印を押したものを必要部数作成する以外に、見本用に割印のないものを１部作成してください。





印





（案）





日付は記入しないでください。





連合会長に押印して


もらってください。





事業主と施工者が別の場合は、このように両者記入してください。





印





印





事業者の皆様から土砂等の運搬についての説明を受けたことの確認及び地域住民への周知に協力することの承諾を目的に、自治会長または自治会副会長に押印してもらいます。


土砂運搬について説明した際に、押印してもらってください。





印








